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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
い
の
広

場
・
子
育
て
サ
ロ
ン
に
つ
い
て
は
、
地
震

の
影
響
に
よ
り
全
て
の
施
設
で
の
開
催
を

中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
左
記
の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　

東
京
電
力
の
計
画
停
電
に
伴
い
、
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
温
度
管
理
（
マ
イ
ナ
ス
25
℃
）
が
困

難
と
な
っ
た
た
め
、
4
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
を
、
一
時
見
合
わ

せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
未
定
で
す
。詳

し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

　

医
療
費
通
知
は
、
国
民
健
康
保
険
医
療

費
適
正
化
対
策
事
業
の
取
り
組
み
と
し

て
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
１
年
間
の

受
診
状
況
を
年
６
回
に
分
け
て
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
送
付
分
か
ら
事
務
シ
ス
テ
ム
が

変
更
に
な
る
た
め
、従
来
の
封
筒
型
の
様
式

か
ら
圧
着
ハ
ガ
キ
に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
例
年
４
月
下
旬
に
発
送
し
て
い

た
医
療
費
通
知
も
今
年
度
は
５
月
下
旬

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
医
療
費
の
実
態
と
健
康
に

対
す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
、
医
療
費
通

知
事
業
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
平
成
23
年
度
医
療
費
通
知
発
送
予
定

・
第
１
回　

５
月
下
旬

・
第
２
回　

６
月
下
旬

・
第
３
回　

８
月
下
旬

・
第
４
回　

10
月
下
旬

・
第
５
回　

12
月
下
旬

・
第
６
回　

平
成
24
年
２
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
年
金
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
５
７

　

黒
羽
芭
蕉
の
館
で
は
江
戸
時
代
に
出
版

さ
れ
た
本
を
読
み
進
め
る
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

　

本
年
度
は「
陸
奥
篇
」と
し
ま
し
て
、「
白

川
の
関
」
か
ら
「
松
島
」
あ
た
り
ま
で
続
け

て
読
み
進
め
ま
す
。

●
日
　
時

　

４
月
23
日
、５
月
７
日
、６
月
11
日
、

　

７
月
16
日
・
30
日

　

８
月
６
日
・
27
日

　

９
月
３
日
・
17
日

　

10
月
１
日
、11
月
12
日
、12
月
３
日
、

　

平
成
24
年
１
月
７
日

　

２
月
４
日
、３
月
３
日（
全
15
回
）

　

毎
回
土
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３

　

時
30
分

●
場
　
所　

黒
羽
芭
蕉
の
館　

研
修
室

●
講
　
師　

新
井  

敦
史（
当
館
学
芸
員
）

●
定
　
員

　

40
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
受
講
料　

無
料

●
持
参
す
る
も
の　

鉛
筆
と
ノ
ー
ト
な
ど

●
申
込
方
法　

４
月
５
日（
火
）〜
22
日（
金
）

　

に
、
黒
羽
芭
蕉
の
館
の
窓
口
へ
直
接
ま
た

　

は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
り
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館

　
　
　
（
５
４
）４
１
５
１

　
　
　
（
５
４
）４
１
８
８

子
育
て
支
援
情
報

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種

一
時
見
合
わ
せ

国民年金からのお知らせ国民年金からのお知らせ
平成23年度の国民年金保険料は 15,020 円

４月から「障害年金加算改善法」が試行されます

　国民年金の素晴らしさは、保険料を 480
月納めても、実際にはほぼ 10 年で元金を回
収でき、その後は亡くなるまで支給される
システムになっていることです。
　国民年金からは、老齢基礎年金のほかに、
障害基礎年金や遺族基礎年金が支給されま
す。また、納めた保険料は全額が社会保険料
控除の対象となります。
　国民年金保険料は、毎年度改定されます
が、平成 23 年度は前年度より 80 円引き下
げられた、月額 15,020 円となります。
　毎月の保険料は、日本年金機構から毎年
４月上旬に送られてくる１年分の「納付書」
によって、翌月末日までに納めます。なお、
保険料は２年を過ぎると納められなくなり
ますので、ご注意ください。
　納付の窓口は、金融機関またはコンビニ
エンスストアとなっています。また、ほとん
どの金融機関で口座振替もできます。

　これまでは、障害年金を受ける権利が発
生した当時に、受給権者によって生計を維
持している配偶者やお子様がいる場合で、
障害等級が１級または２級に該当する方に
加算を行っておりましたが、平成 23 年４月
施行の「国民年金法等の一部を改正する法
律」により、障害年金を受ける権利が発生し
た後に、生計を維持することになった配偶
者やお子様がいる場合にも、届出によって
加算を行うことになります。
　詳しくは下記までお問い合わせください。

■問い合わせ
　大田原年金事務所総合相談室
　　　（２２）６３１１
　市国保年金課国民年金係
　　　（２３）８９２８

黒
羽
芭
蕉
の
館
・
講
座「
近
世
の

版
本
で
読
む『
お
く
の
ほ
そ
道
』

陸
奥（
み
ち
の
く
）篇
」受
講
者
募
集

医
療
通
知
の
様
式
お
よ
び

発
送
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す


